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 [授業の概要・目的]
・本講義では、近代日本の形成期に、人文科学の分野で京都大学（京都学派）が果たした役割を学
史的に明らかにし、現代社会の抱える様々な人間と社会の問題を考える。講義と討論のなかで、国
際的な視野をふまえ、京都学派の学問の継承と発展を計り、統合的でグローバルな京都の現代知形
成の一翼を担おうとするものである。授業の形態としては、総合生存学館での経験を活かし、学生
が授業での討論に参加する対話型を重んじたい。平成30年度は、哲学、宗教学、仏教学、考古学の
分野に限る。

 [到達目標]
・近代日本の形成期に、人文科学の分野で京都大学（京都学派）が果たした役割を理解する。
・分野のそれぞれで、実践している教員が講義をすることにより、京都学派の社会における実態を
理解する。

 [授業計画と内容]
・第１回　杉村靖彦、マルク＝アンリ・デロッシュ、村上由美子：授業全体のガイダンスと、京都
学派の全体像についての概説。 

・第２回～５回　杉村靖彦：「京都学派の哲学：その特徴と可能性」
　20世紀の初めに西田幾多郎から始まった「京都学派」の哲学は、西洋と東洋、哲学と宗教、原理
的思索と生き方の探究といった形で、さまざまな面で重層的な性格をもち、その分難解ではあるが、
従来の哲学像を破る創造的な可能性を秘めている。この授業では、西田幾多郎、田辺元、九鬼周造、
西谷啓治など、京都学派の代表的哲学者の思想に触れながら、彼らが共通して問うてきた事柄を、
哲学の知識を前提しなくても理解できるように、できるだけ具体的な仕方で解説していきたい。そ
れによって、難解な言葉遣いで知られる彼らの思索が、つねに「今ここ」で生きる「生身の」人間
自身を直接つかみとりたいという情熱によって動かされていることが見えてくるはずである。

・第６回～９回　マルク＝アンリ・デロッシュ： 「京都学派と仏教学：「聞・思・修」の意義と可
能性」 
京都学派の哲学は、近代の課題を克服すべく、西洋と対話しながらアジアの伝統的な智慧について
再考してきた。その過程で特別な役割を果たしてきたのが、仏教である。仏教は、インドから日本
に及ぶ汎アジア的な現象であり、その他のアジアの伝統とも深く結びついている。この授業では、
仏陀の教えの核心と仏教の歴史をわかりやすく紹介し、京都大学と世界で現在まで発展し続けてき
た学術的な仏教研究の基礎を提供する。
仏教は哲学か、それとも宗教か。この問いに答えるには、仏教がみずからを「智慧の探究」として
位置づけていること、しかも三段階の智慧（三慧）、つまり口伝または経典の学習（聞慧）、合理
的な検討（思慧）、心身修練（修慧）の三つを探究していることに着目したい。この自覚と教養を
育むモデルが、いかにアジアの文化と芸術の繁栄の駆動力となってきたか、さらに現在、いかに科
学と哲学の批判的対話において人類の生存と調和ある共存に貢献しうるか、考察していくことにす
る。

京都学派の伝統と可能性(2)へ続く↓↓↓



京都学派の伝統と可能性(2)

・第10回～13回　村上由美子：「考古学京都学派と博物館の考古資料」 
　人類の過去を物質から研究する分野は、日本においては明治初期のモースによる大森貝塚の発掘
から始まるが、歴史学としての物質文化の研究は濱田耕作によって京都大学文学部に考古学講座が
開設されて以来、100年の歴史のなかで蓄積してきた。濱田は大学博物館の設立にも関与し、現在
では約20万点におよぶ考古資料収集の礎を築き、その資料群が研究の進展をもたらした。
講義のなかでは、濱田に始まる考古学京都学派の研究を紹介して考古学の方法論に触れるとともに、
総合博物館の見学を行い、考古資料が研究のなかでどのように活かされてきたか、資料の収集がど
のように進められたか、その過程をたどっていく。さらに、資料の保全を行ううえでの問題点を探
り、文化財の保護・文化遺産の継承と活用という観点でも議論を深める。

・第14回　杉村靖彦、マルク＝アンリ・デロッシュ、村上由美子　全体のまとめと、３教員による
討論。 

・第15回　試験はおこなわないが、レポート等の準備日とする。

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
・３分野ごとの評価を平均する。
・毎回提出を義務づける出席表に書かれたコメントと、各分野ごとに掲出を義務づけるレポートに
より評価する。
・詳細は各講義で説明する。

 [教科書]
授業中に指示する
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
・授業中に指示する。

 [その他（オフィスアワー等）]
村上先生担当の授業の前半二回は京都大学東一条館、後半二回は京都大学総合博物館にて行う予定
（無料）。


